
学
園
創
立
１
１
２
周
年
記
念　

第
11
回「
学
園
協
議
会
」開
催

講演後、7階で懇親会が催された

会場は多目的講義棟のレクチャーホール

講演を行う柳澤理事長

日
本
工
業
大
学
卒
業
教
職
員
の
集
い

現
役
教
員
40
名
が
参
加

特
色
あ
る
教
育
の
取
り
組
み
を
発
表

学
園
強
靭
化
プ
ロ
ジ
ェク
ト

５
年
間
の
成
果
を
総
括

　

本
年
は
６
月
22
日
13
時
30

分
よ
り
、
都
立
練
馬
工
業
高

等
学
校
の
守
屋
文
俊
統
括
校

長
を
実
行
委
員
長
と
し
て
、

本
学
多
目
的
講
義
棟
５
階
講

義
室
、
７
階
多
目
的
ス
ペ
ー

ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

全
国
の
中
学
校
・
高
校
に

在
職
し
て
い
る
教
職
員
が

40
名
、
来
賓
・
大
学
教
職

員
・
教
職
履
修
学
生
あ
わ
せ

て
約
50
名
、
合
計
90
名
を
超

え
る
参
加
が
あ
っ
た
。
当
日

　

令
和
元
年
７
月
14
日
11
時
45
分
よ
り
、
学
園
関
係
者
総
勢
１
１
０
名
が
出
席
し
、
昨
年
12

月
に
竣
工
し
た
日
本
工
業
大
学
多
目
的
講
義
棟
に
て「
第
11
回
学
園
協
議
会
」が
開
催
さ
れ
た
。

　

協
議
会
は
藤
田
学
園
事
務

局
長
の「
開
会
の
辞
」に
始
ま

り
、
柳
澤
章
理
事
長
、
成
田

健
一
学
長
の
挨
拶
と
続
い
た
。

成
田
学
長
は「
私
学
法
の
改

正
等
の
中
で
、特
に
運
営
基

盤
の
強
化
、つ
ま
り
学
生
確

保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

本
学
の
志
願
者
総
数
は
、前

年
度
の
約
１・
３
倍
に
増
加
し

た
。ま
た
、募
集
定
員
比
率
で

は
今
年
度
初
め
て
５
倍
を
超

え
、全
国
の
進
学
校
、中
堅
進

学
校
か
ら
の
志
願
者
数
も
順

調
に
増
え
て
い
る
。こ
れ
は

数
年
前
か
ら
力
を
入
れ
て
き

た
多
様
な
入
試
改
革
・
広
報

活
動
が
徐
々
に
効
果
を
上
げ

て
き
た
結
果
で
あ
る
」と
、今

年
度
の
入
試
を
総
括
し
た
。

　

続
い
て
、柳
澤
理
事
長
に

よ
り「
学
園
強
靭
化
５
ヶ
年

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
総
括
に
向
け

て
」の
テ
ー
マ
で
講
演
が
行

わ
れ
、平
成
27
年
の
協
議
会

で
宣
言
し
た「
学
園
強
靭
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
背
景
と

概
要
の
説
明
と
と
も
に
、

テ
ー
マ
毎
に
そ
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
「『
教
学
運
営
の
強
靭
化
』

と
し
て
の
大
学
改
革
は
、最

終
的
な
目
的
と
し
て
い
た
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
と
大
学
イ

メ
ー
ジ
刷
新
の
た
め
複
数
学

部
化
を
実
現
す
る
こ
と
で
、

理
工
系
総
合
大
学
に
な
る
と

い
う
目
標
は
達
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、中
学
・
高
校
の
教
学
改

革
に
つ
い
て
は
、長
期
的
生

き
残
り
戦
略
と
し
て
普
通
科

専
一・
中
堅
進
学
校
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
進
め
て

き
た
が
、今
年
度
の
入
学
定

員
超
過
に
よ
り
、理
事
会
承

認
事
項
で
あ
る
高
校
の
学
則

変
更
の
認
可
申
請
時
期
が
延

期
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。し

か
し
な
が
ら
今
後
も
、中
学
・

高
校
の
教
学
改
革
を
強
力
に

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
、強

靭
化
に
繋
が
る
」と
決
意
を

述
べ
た
。引
き
続
き「
管
理
運

営
の
強
靭
化
」に
つ
い
て
も
、

労
務
管
理
、財
務
管
理
、シ
ス

テ
ム
管
理
に
つ
い
て
の
進
捗

状
況
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、強
靭
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
全
体
の
評
価
に
つ
い
て
、

「
大
学
は
、３
学
部
体
制
を
構

築
し
た
。高
校
は
、普
通
校
化

す
る
方
向
性
は
定
ま
っ
た
。

中
学
は
、生
徒
数
確
保
よ
り

レ
ベ
ル
向
上
を
目
指
す
。労

務
管
理
は
、さ
ら
に
取
り
組

む
べ
き
も
の
は
貫
徹
し
、財

務
管
理
は
実
務
的
な
改
善
を

今
後
も
継
続
的
に
進
め
て
い

く
。シ
ス
テ
ム
管
理
は
、社
会

的
責
務
と
し
て
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
く
」と
総
括
し
た
。

　

最
後
に
、「『
強
靭
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』と
は
、学
園
の
遅

れ
た
部
分
を
取
り
戻
す
た
め

の
も
の
で
あ
っ
た
が
、こ
れ

に
続
く
も
の
と
し
て
、新
た

に
学
園
が
さ
ら
に
１
歩
前
に

進
む
た
め
、ま
た
社
会
か
ら

の
要
請
に
対
応
す
る
た
め
に

『
強
靭
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
締
め
括
っ
た
。

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
左
記
の

通
り
。

■
開
会
行
事

　

守
屋
実
行
委
員
長
、
成
田

学
長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

■
研
究
協
議
会

　

は
じ
め
に
、
中
学
校
か
ら

「
全
国
中
学
生
創
造
も
の
づ

く
り
教
育
フ
ェ
ア
の
取
り
組

み
」
と
題
し
て
、
東
京
都
江

戸
川
区
立
松
江
第
五
中
学
校

の
濱
川
和
彦
副
校
長
か
ら
発

表
が
あ
っ
た
。
次
に
、
高
等

学
校
か
ら
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

対
戦
型
ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
材
『
Ｃ
Ｈ
ａ
ｓ
ｅ
ｒ

Ｏ
ｎ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
』
を
使
っ
た

全
国
高
校
生
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
取
り
組

み
」
と
題
し
て
、
埼
玉
県
立

三
郷
工
業
技
術
高
等
学
校
情

報
技
術
科
の
稲
田
正
之
教
諭

か
ら
発
表
が
あ
っ
た
。

■
グ
ル
ー
プ
協
議

　

参
加
し
た
現
職
教
員
と
本

学
の
教
職
課
程
履
修
学
生
が

語
っ
て
い
た
。

学
生
側
か
ら

は
、
教
員
に
な

る
不
安
や
学
校

現
場
の
様
子
な

ど
現
職
教
員
に

多
様
な
質
問
を

投
げ
か
け
、
活

発
な
協
議
が
行

わ
れ
た
。

　

終
了
後
、
会

場
を
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
に
移
し

「
工
友
会
・
教

職
員
の
集
い
合

同
懇
親
会
」
が
行
わ
れ
た
。

７
階
の
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
か

ら
の
眺
望
を
楽
し
み
な
が

ら
、
参
加
者
の
情
報
交
換
が

活
発
に
行
わ
れ
た
。

　

２
０
１
８
年
度
の
省
エ
ネ

実
績
は
、
学
生
や
教
職
員
の

協
力
を
得
た
省
エ
ネ
活
動
に

加
え
、
設
備
改
善
と
し
て

行
っ
た
留
学
生
別
科
棟
（
Ｗ

１
棟
）
と
建
築
学
科
実
験
研

究
棟
（
Ｗ
５
棟
）
お
よ
び
建

築
技
術
セ
ン
タ
ー
（
Ｗ
７

棟
）
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
、

Ｗ
１
棟
29
・
８
％
、
Ｗ
５
棟

48
・
８
％
、
Ｗ
７
棟
27
・

９
％
の
電
力
削
減
効
果
を
得

た
。
し
か
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス

全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
電

力
・
ガ
ス
）
起
源
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
は
前
年
度
比
２
・
23
％

の
増
加
と
な
っ
た
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
別
使
用
量
で
は
、
都
市

ガ
ス
が
１
・
06
％
と
微
減
し

た
一
方
で
、
電
力
は
４
・

94
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
ま

た
、「
埼
玉
県
地
球
温
暖
化

対
策
推
進
条
例
」
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
目
標
値
（
基
準
年
＝
２

０
０
５
年
～
２
０
０
７
年
３

年
間
の
平
均
値
）
の
15
％
削

減
に
対
し
、
14
・
７
％
の
削

減
に
留
ま
っ
た
。

　

こ
の
要
因
は
近
年
続
い
て

い
る
夏
の
平
均
気
温
が
高

か
っ
た
こ
と
や
、
50
周
年
記

念
建
設
事
業
で
新
築
さ
れ
た

新
ク
ラ
ブ
棟
・
ダ
イ
ニ
ン
グ

ホ
ー
ル
、
キ
ッ
チ
ン
＆
カ

フ
ェ
ト
レ
ビ
（
増
築
）
の
本

稼
働
お
よ
び
昨
年
12
月
に
竣

工
し
た
多
目
的
講
義
棟
（
５

号
館
）
の
運
用
開
始
に
よ
る

使
用
量
の
増
加
で
あ
る
。
こ

の
た
め
本
学
で
は
昨
年
に
続

き
Ｎ
Ｉ
Ｔ-

Ｅ
Ｍ
Ｓ
エ
ネ
ル

ギ
ー
削
減
目
標
値
（
基
準
値

比
20
％
削
減
）
の
達
成
を
目

指
し
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

管
理
部
会
」
を
中
心
に
、
左

記
の
省
エ
ネ
活
動
を
行
う
。

①
省
エ
ネ
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

②
空
調
の
中
間
期
完
全
停
止

③
外
気
温
度
に
よ
る
空
調
運

転
制
御

④
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
励
行

⑤
棟
別
に
一
定
時
間
の
空
調

遠
隔
停
止
な
ど
を
実
施
。

　

併
せ
て
、
新
築
さ
れ
た
建

物
の
空
調
機
運
用
改
善
や
設

備
の
省
エ
ネ
対
策
と
し
て
、

Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
ラ
イ
ン
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
電

力
使
用
量
の
約
１
・
４
％
削

減
を
行
い
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ

ル
キ
ャ
ン
パ
ス
の
充
実
を
図

る
計
画
で
あ
る
。

７
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
協

議
を
行
っ
た
。
主
な
内
容

は
、
教
員
側
か
ら
は
教
員
に

な
っ
て
苦
労
し
た
こ
と
・
失

敗
談
な
ど
を
後
輩
へ
熱
心
に

グループ協議

学修支援施設を移設・リニューアル

50周年記念建設事業　多目的講義棟特集③

　本館に点在していた学修支援関連施設が多目的講義棟（5号館）1・2階のアク
ティブ・ラーニングゾーンに集約された。本学基礎教育の要となり、日常的な学修
支援や各種情報提供を担う3つのセンターを紹介する。

２
０
１
９
年
度

夏
季
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み

空
調
運
転
制
御
を
中
心
に

全
学
一体
で
省
エ
ネ
を
推
進

省エネポスター

学修支援センター
　個人またはグループの学生を対象として、
クォータ科目（数学・英語・物理）などの個別
指導をはじめ、専任チューターが学業全般のサ
ポートを行う。大学生活や人間関係についての
悩みといった、学生一人ひとりの相談にも専任
コーディネーターが丁寧に対応する。

英語教育センター
　本学英語教育の中心であり、常駐する外
国人講師との実践英会話、個別指導、
TOIECテスト対策などに随時対応する。英
語コミュニケーション能力の向上、異文化・
多文化環境に立ち向かえる意識と能力を育
む多様なプログラムを用意している。

教職教育センター
　教職課程履修学生と、教員を志す学生を支
援。教員採用試験の情報提供や非常勤講師、
常勤講師などの求人紹介等の支援も行う。セ
ンター内に設置された模擬授業室では担当教員
が実践的な授業の指導を行うほか、教職や採
用試験に関するセミナーを随時開講している。
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入試名称 併願の可否 内　　　容 日　　　　程

特別奨学生入試
単　願

奨学金

奨学生には、
1年目の授業料の全額（98万円）
　　　　　または半額（49万円）
を免除
・書類審査および面接による選考
・特待生制度あり

申込期間   9/  9（月）〜  9/19（木）

面接日と面接会場   9/28（土）　本学

内定日 10/  3（木）

出願期間 10/  4（金）〜10/16（水）

合格発表日 10/28（月）

センター利用入試

併願可

奨学金

検定料割引

・ 2020年実施の大学入試センター試験
で、本学が指定する教科・科目の成績
および調査書による選考

センター利用入試Ａ センター利用入試Ｂ センター利用入試Ｃ

出願期間
  1/  6（月）〜  1/31（金）
インターネット出願は12/20
（金）から利用開始

  2/  3（月）〜  2/14（金）   2/22（土）〜  3/11（水）

センター試験実施日   1/18（土）・19（日）※本学での個別学力試験等は実施いたしません

合格発表日   2/  8（土）16：00   2/27（木）16：00   3/18（水）10：00

一般入試

併願可

奨学金

検定料割引

・ 一般入試Ａで各学科・コースの成績上位
（合格者の5％）に1年目の授業料全額
（98万円）または半額（49万円）を免
除
・ 筆記試験および調査書による選考
・ 試験教科・科目は、一般入試Ａは数学・
理科（物理、化学、生物から1科目を選
択）・外国語（英語）の3教科。一般入
試Ｂは2教科を選択。

一般入試Ａ 一般入試Ｂ

出願期間
  1/  6（月）〜  1/22（水）
インターネット出願は12/20（金）から利用開始

  2/  3（月）〜  2/14（金）

試
　
験
　
日

・４日間から選択
（複数日受験可）

  1/29（水）  本学・東京・郡山・高崎 
柏・横浜・名古屋

  1/30（木）  本学・東京・水戸・宇都宮 
千葉・長野・静岡

  1/31（金）本学・東京・仙台・新潟
  2/  1（土）本学・東京

  2/20（木）本学・東京

合格発表日   2/  8（土）16：00   2/27（木）16：00

一般推薦入試
（公募制）

併願可

奨学金

・書類審査および面接による選考
・専門高校（工業科）以外の生徒が対象
・公募制

第1期 第2期

出願期間 11/  1（金）〜11/11（月） 11/29（金）〜12/  9（月）

面接日と面接会場 11/16（土）　本学 12/14（土）　本学

合格発表日 11/28（木） 12/20（金）

専門高校入試
（Ｓ 工業科）

併願可

奨学金

・書類審査および面接による選考
・工業科生徒が対象
・国公立大学等との併願に最適

申込期間   9/  9（月）〜  9/19（木）

面接日と面接会場   9/28（土）　本学

内定日 10/  3（木）

出願期間 10/  4（金）〜10/16（水）

合格発表日 10/28（月）

専門高校入試
（B 工業科）

併願可

奨学金

・書類審査および面接による選考
・工業科生徒が対象
・公募制

第1期 第2期

出願期間 11/  1（金）〜11/11（月） 11/29（金）〜12/9（月）

面接日と面接会場 11/16（土）　本学 12/14（土）　 本学

合格発表日 11/28（木） 12/20（金）

ＡＯ入試

ＡＯエントリー入試

ＡＯコーディネータ
入試

併願可

奨学金

ＡＯエントリー入試
・ 適性評価（面談、提出課題）および
書類審査（エントリーシート、調査書）に
よる選考

ＡＯコーディネータ入試
・書類審査および面接による選考

第1期 第2期 第3期

ＡＯ
エントリー
入試

エントリー期間   9/  2（月）〜  9/  8（日） 10/31（木）〜11/11（月）   1/24（金）〜  2/20（木）

面談日
（面談日時は指定します）

第1回：9/12（木）〜 9/13（金）
第2回：9/26（木）〜 9/27（金）

第1回：11/16（土）
第2回：11/30（土）

エントリー受付後に連絡

内定日 10/  3（木）  12/  3（火）    3/  5（木）まで

コーディネータ入試の申込期間 9/  2（月）〜 2020/  2/17（月）まで、随時受付

出願期間 10/  4（金）〜10/16（水） 12/  4（水）〜12/10（火）   2/22（土）〜  3/11（水）

選考 書　類　審　査　等

合格発表日 10/28（月） 12/20（金）   3/18（水）10：00

３月入試 併願可 ・  書類審査、面接および小論文によ
る選考

出願期間   3/  2（月）〜  3/11（水）

面接日と面接会場   3/13（金）　本学

合格発表日   3/18（水）10：00

・専門高校入試（Ａ 工業科）および一般推薦入試（指定校）については、2020受験ガイドおよび募集要項をご確認ください。
・お問い合わせ先：入試室　　℡ 0120-250-267

令和元年8月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第220号（2）

教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

開
催
報
告

高
大
連
携 

高
校
生
・
大
学
生
交
流
会

第
59
回［
４
月
18
日
開
催
］

将
来
構
想
委
員
会
Ｗ
Ｇ

活
動
報
告

第
60
回［
６
月
20
日
開
催
］

教
育
改
善
２
０
１
９
の
趣
旨

お
よ
び
共
通
教
育
と
先
進
工
学
部

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
概
要

現
役
学
生
が
リ
ア
ル
な

学
修・学
生
生
活
を
紹
介

　

２
０
３
０
年
頃
に
予
測
さ

れ
る
、
社
会
や
教
育
を
取
り

巻
く
劇
的
な
変
化
を
勝
ち
抜

く
た
め
に
設
置
さ
れ
た
将
来

構
想
委
員
会
傘
下
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
に
お

け
る
、
若
手
の
教
職
員
に
よ

る
活
動
報
告
を
主
旨
に
開
催

さ
れ
た
。

　

池
添
将
来
構
想
委
員
会
Ｗ

Ｇ
座
長
を
は
じ
め
と
す
る
各

　

６
月
14
日
、
本
学
工
業
技

術
博
物
館
で
は
、
松
野
建
一

前
館
長
の
後
任
で
あ
る
清
水

伸
二
新
館
長
の
下
、
後
援
会

総
会
・
特
別
講
演
会
が
開
催

さ
れ
た
。
総
会
に
先
立
ち
、

フ
ァ
ナ
ッ
ク
㈱
の
顧
問
岸　

甫
氏
に
よ
る
特
別
講
演
が
、

「
現
在
と
将
来
を
知
る
た
め

に
、
知
っ
て
お
き
た
い
数
値

制
御
技
術
の
黎
明
期
」
と
題

し
て
行
わ
れ
た
。
本
講
演
会

に
は
、
後
援
会
の
法
人
会
員

と
個
人
会
員
、
招
待
者
を
含

め
て
、
約
１
０
０
名
が
参
加

し
、
好
評
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
本
学
機
械
工
学
科
の
学

生
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、

１
０
０
名
近
い
学
生
が
参
加

し
た
。

　

現
代
の
工
作
機

械
は
、
数
値
（
Ｎ

Ｃ
）
制
御
技
術
の

お
陰
で
、
タ
ー
ビ

ン
ブ
レ
ー
ド
の
よ

う
な
３
次
元
的
に

ね
じ
れ
た
複
雑
形

状
の
工
作
物
も
容

易
に
加
工
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の

工
作
機
械
の
制
御
技
術
が
ど

の
よ
う
な
発
展
経
緯
を
辿

り
、
現
在
の
よ
う
な
高
い
レ

ベ
ル
に
至
っ
た
か
を
中
心

に
、
数
値
制
御
の
基
礎
と
そ

の
発
展
の
歴
史
か
ら
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
／
Ａ
Ｉ
時
代
を
踏
ま
え
て

の
今
後
の
技
術
動
向
ま
で
が

解
説
さ
れ
た
。
内
容
は
、
ま

さ
し
く
、
数
値
制
御
技
術
の

歴
史
を
振
り
返
る
も
の
で
あ

り
、
本
学
博
物
館
の
特
別
講

演
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
ま

た
、
学
生
に
と
っ
て
も
学
ぶ

こ
と
の
多
い
素
晴
ら
し
い
機

会
と
な
っ
た
。

　

５
月
24
日
、
昨
年
に
続

き
、
高
等
学
校
教
諭
を
対
象

と
し
た
入
試
説
明
会
が
５
号

館
２
階
５
―
２
０
３
教
室
に

て
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
近
隣
の
高
等
学

校
の
み
な
ら
ず
、
北
は
北
海

道
か
ら
南
は
鹿
児
島
県
ま

で
、
昨
年
を
上
回
る
合
計
88

校
、
92
名
の
高
等
学
校
教
諭

に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

　

は
じ
め
に
、
成
田
学
長
が

挨
拶
と
大
学
の
近
況
報
告
を

行
い
、
次
に
佐
藤
共
通
教
育

学
群
長
か
ら
「
基
礎
教
育
に

お
け
る
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
実

施
状
況
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
ク
ォ
ー
タ
科
目
の
内
容

生
生
活
に
お
け
る
様
々
な
体

験
が
発
表
さ
れ
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
入
試
室

江
原
主
任
が
２
０
２
０
年
度

入
試
の
概
要
を
説
明
。
続
い

て
丹
澤
入
試
室
長
よ
り
２
０

２
１
年
度
入
試
改
革
に
お
け

る
本
学
の
方
針
等
が
説
明
さ

れ
た
。

　

そ
の
後
、
12
月
に
竣
工
し

た
５
号
館
内
の
見
学
、
さ
ら

に
学
内
施
設
の
見
学
が
実
施

さ
れ
た
。

　

最
後
は
、
５
号

館
７
階
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
に
場
所
を

移
し
、
参
加
教
諭

と
学
科
教
員
で
の

個
別
相
談
・
情
報

交
換
が
行
わ
れ
、

盛
況
な
う
ち
に
終

え
る
こ
と
が
で
き

た
。

や
状
況
等
を
報
告
。
続
い
て

「
学
生
体
験
報
告
」
と
し
て
、

建
築
学
科
生
活
環
境
デ
ザ
イ

ン
コ
ー
ス
２
年
沼
里
彩
音
さ

ん
、
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科

４
年
互
佑
斗
さ
ん
の
２
名
よ

り
勉
強
内
容
や
、
そ
の
他
学

委
員
は
、活
動
概
要
の
ほ
か
、

２
０
３
０
年（
10
年
後
）を
視

野
に
入
れ
た
環
境
変
化
と
将

来
計
画
の
必
要
性
、入
学
者

の
動
向
と
解
析
、学
生
ア
ン

ケ
ー
ト
の
分
析
、教
職
員
ア

ン
ケ
ー
ト
と
中
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
な
が
る
フ
レ
ー
ズ
及

び
将
来
に
向
け
た
今
後
の
展

開
方
法
の
一
案
等
に
つ
い
て

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
展

開
。

　

そ
の
後「
Ｎ
Ｉ
Ｔ　

Ⅴ
ｉ
ｓ

ｉ
ｏ
ｎ
２
０
３
０
に
向
け
て
」

を
テ
ー
マ
に
将
来
構
想
委
員

会
Ｗ
Ｇ
委
員
を
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
移
り
、フ
ロ
ア
か
ら

は
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
な

が
る
フ
レ
ー
ズ
の
展
開
に
向

け
た
ア
イ
デ
ア
、
教
職
協
働

に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

活
動
と
合
意
形
成
の
手
応
え

等
に
つ
い
て
パ
ネ
リ
ス
ト
と

の
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

　

最
後
に
将
来
構
想
委
員
会

　

授
業
公
開・相
互
評
価
に
先

立
ち
、参
観
し
よ
う
と
す
る

授
業
が
果
た
す
べ
き
目
的
や

役
割
を
全
教
職
員
が
情
報
共

有
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　

神
教
育
研
究
推
進
室
長

Ｗ
Ｇ
の
活
動
を
牽
引
し
た
正

道
寺
勉
先
生
よ
り
、
教
職
協

働
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
必
要
性
と
若
手
教

職
員
等
へ
の
期
待
が
発
信
さ

れ
た
。

は
、授
業
公
開
・
相
互
評
価
の

目
的
は
本
学
の
教
育
改
善
に

つ
な
げ
る
こ
と
で
あ
り
、授

業
担
当
者
と
参
観
者
が
記
述

す
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
、多

く
の
意
見
を
抽
出
で
き
る
枠

組
へ
改
善
し
た
こ
と
に
言
及
。

　

続
い
て
「
新
学
科
に
お
け

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
計
方
針

と
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
」
を

テ
ー
マ
に
、
授
業
参
観
の
対

象
で
あ
る
機
械
工
学
科
、
電

気
電
子
通
信
工
学
科
、
応
用

化
学
科
、
建
築
学
科
に
お
け

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
概
要
が

解
説
さ
れ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
基
本
方
針
の
み
な
ら
ず
、

目
指
す
べ
き
人
材
像
な
ど
に

も
言
及
さ
れ
た
。

　
　
　

＊　
　
　

＊

　

２
回
に
わ
た
る
教
育
改
革

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
得

ら
れ
た
知
見
は
、
教
職
協
働

な
く
し
て
教
育
改
革
は
成
し

　

６
月
15
日
、
千
葉
県
工
業

系
高
大
連
携
推
進
委
員
会
、

千
葉
県
高
等
学
校
教
育
研
究

会
工
業
部
会
の
主
催
に
よ
る

「
高
大
連
携　

高
校
生
・
大

学
生
交
流
会
」
が
日
本
大
学

理
工
学
部
（
船
橋
校
舎
）
で

開
催
さ
れ
た
。
交
流
会
の
目

的
は
、「
工
業
高
校
を
卒
業

し
た
工
学
系
大
学
生
（
大
学

院
生
）
が
、
在
籍
す
る
大
学

へ
の
志
願
理
由
、
大
学
入
学

後
の
勉
強
や
研
究
内
容
、
高

校
と
大
学
の
違
い
、
卒
業
後

の
進
路
（
希
望
）
等
に
つ
い

て
、
各
大
学
の
特
色
を
踏
ま

え
た
大
学
紹
介
と
共
に
体
験

発
表
す
る
こ
と
で
、
高
校
生

の
進
路
選
択
の
一
助
と
す
る

こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
本
学
か
ら
は
、
創

造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
４
年
塙

大
河
さ
ん
、
生
活
環
境
デ
ザ

イ
ン
学
科
３
年
牧
野
な
な
子

さ
ん
、
機
械
工
学
科
２
年
坂

本
将
理
さ
ん
、
電
気
電
子
通

信
工
学
科
２
年
三
瓶
史
花
さ

ん
の
４
名
が
出
席
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
が
大
学
入
学
前
に
抱

い
た
期
待
や
不
安
、
入
学
後

に
感
じ
た
事
、
授
業
へ
の
取

り
組
み
、
大
学
院
進
学
、
就

職
、
課
外
活
動
、
興
味
の
あ

る
研
究
テ
ー
マ
等
幅
広
く
学

生
生
活
に
つ
い
て
実
体
験
を

通
じ
た
発
表
を
行
っ
た
。

　

高
校
生
か
ら
は
、
授
業
で

苦
労
し
た
事
や
、
学
生
生
活

等
に
つ
い
て
多
く
の
質
問
が

あ
り
、
学
生
は
丁
寧
に
説
明

し
て
い
た
。

　

発
表
し
た
学
生
は
、「
発

表
会
を
通
じ
て
、
今
ま
で
の

振
り
返
り
が
で
き
た
。
入
学

当
初
の
気
持
ち
を
思
い
出

し
、
今
後
に
繋
げ
た
い
」
と

の
抱
負
を
述
べ
た
。

得
な
い
、
教
育
改
革
に
ゴ
ー

ル
な
し
、
と
い
う
こ
と
に
尽

き
よ
う
。
教
育
研
究
推
進
室

と
Ｉ
Ｒ
室
は
、
教
育
改
革
に

対
す
る
教
職
員
の
「
気
づ

き
」
を
促
せ
る
よ
う
、
今
後

も
教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
通
じ
て
情
報
発
信
を
継
続

し
て
い
く
。

数
値
制
御
技
術
の
歴
史
を
解
説

全
国
88
校
の
教
諭
が
参
加

工
業
技
術
博
物
館
後
援
会
総
会
・
特
別
講
演
会

２
０
２
０
年
度
入
試
説
明
会

パネルディスカッション

応用化学科の説明を行う佐野教授

説明を担当した学生

講師の岸氏

今年は5号館のレクチャーホールで開催

・各入試の詳細は、それぞれの「募集要項」でご確認ください。　・エントリー、申込、出願等にあたっては、締切日必着とします。

2020年度入試概要
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実
学
を
学
ぶ
、謙
虚
に
学
ぶ

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
・
教
授　

平
川　

淳

　

今
年
の
４
月
に
２
０
２
４

年
度
に
紙
幣
の
デ
ザ
イ
ン
が

一
新
さ
れ
る
と
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
長
い
間
、
私
た
ち
が

慣
れ
親
し
ん
で
き
た
一
万
円

札
の
肖
像
は
皆
さ
ん
も
よ
く

ご
存
知
の
福
沢
諭
吉
で
す
。

　

福
沢
諭
吉
は
幕
末
大
分
県

中
津
市
に
生
ま
れ
、
緒
方
洪

庵
の
適
塾
で
学
び
、
咸
臨
丸

で
渡
米
し
た
の
ち
、
渡
欧
す

る
な
ど
日
本
で
最
初
の
国
際

人
で
し
た
。
諭
吉
は
「
学
問

の
す
ゝ
め
」
を
著
し
て
明
治

期
の
新
国
家
建
設
に
大
き
く

寄
与
し
ま
し
た
。
そ
の
中

験
を
目
的
と
す
る
。

　

一
行
は
24
日
に
柳
澤
理
事

長
と
成
田
学
長
を
表
敬
訪
問

し
、
宮
代
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施

設
を
見
学
。
歓
迎
会
で
は
、

生
徒
た
ち
に
よ
る
ヨ
ガ
演
技

や
民
族
舞
踊
が
披
露
さ
れ

た
。

　

翌
日
か
ら
生
徒
た
ち
は
授

業
体
験
や
研

究
室
見
学
を

行
い
、
先
進

の
科
学
・
工

学
技
術
に
触

れ
た
。
学
外

に
お
い
て
は

宮
代
町
役
場

訪
問
、
筑
波

宇
宙
セ
ン

タ
ー
見
学
、

新
宿
散
策
な

ど
を
通
じ
て

　

６
月
23
日
か
ら
１
週
間
に

わ
た
り
、
イ
ン
ド
の
ス
リ
・

サ
ン
カ
ラ
・
ビ
デ
ィ
ヤ
ラ
ヤ

学
校
の
ア
シ
ョ
ク
理
事
長
と

生
徒
10
名
（
中
高
生
相
当
）

が
来
学
し
た
。
科
学
技
術
振

興
機
構
主
催
の
「
さ
く
ら
サ

イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
」
の
一
環

で
、
日
本
で
の
科
学
技
術
体

日
本
滞
在
を
満
喫
し
た
。

　

28
日
に
生
徒
全
員
が
日
本

語
で
成
果
発
表
を
行
い
、
成

田
学
長
よ
り
修
了
証
書
と
記

念
品
が
授
与
さ
れ
た
。
生
徒

か
ら
は
「
日
本
の
人
は
み
ん

な
親
切
」「
ど
こ
に
行
っ
て

も
綺
麗
」「
ま
た
日
本
に
来

た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞

か
れ
た
。

で
、
諭
吉
は
「
一
身
独
立
し

て
国
独
立
す
」「
実
学
を
学

べ
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

前
項
で
優
秀
な
人
材
は
猟
官

運
動
を
せ
ず
に
、
新
国
家
建

設
の
た
め
に
起
業
す
る
こ
と

を
推
奨
し
、
次
項
で
、
儒
学

で
は
な
く
実
学
（
経
済
学
）

を
学
べ
と
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
福
沢
諭
吉
の
思
想
は
、

新
国
家
の
建
設
に
大
き
く
寄

与
し
ま
し
た
。

　

諭
吉
の
思
想
は
本
大
学
院

の
教
育
方
針
と
全
く
同
じ
で

す
。
私
は
若
者
起
業
支
援
の

講
義
を
し
て
い
ま
す
が
、
院

生
が
机
上
の
空
論
で
は
く
、

実
践
に
結
び
つ
く
実
学
が
学

べ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。
本
大
学
院
で
は
経
験
豊

富
な
実
務
家
教
授
が
実
学
に

基
づ
く
実
践
的
教
育
を
し
て

お
り
、
多
く
の
卒
業
生
が
起

業
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、学
ぶ
に
当
た
っ
て

最
も
大
切
な
こ
と
。
そ
れ
は

二
十
世
紀
最
大
の
天
才
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の「
学
べ
ば

学
ぶ
ほ
ど
、自
分
が
ど
れ
だ

け
無
知
で
あ
る
か
を
思
い
知

ら
さ
れ
る
。
自
分
の
無
知
に

気
づ
け
ば
気
付
く
ほ
ど
、よ

　

埼
玉
県
が
主
催
し
て
い
る

「
利
根
川
強
化
堤
防
森
づ
く

り
一
層
学
び
た
く
な
る
」と
い

う
言
葉
で
す
。
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
が
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど

自
分
が
い
か
に
無
知
で
あ
る

か
思
い
知
ら
さ
れ
る
と
い
っ

て
い
る
の
で
す
。
我
々
凡
人

は
よ
り
一
層
謙
虚
に
学
ば
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
個
人

で
も
企
業
で
も
、自
分
が
一

番
だ
と
思
っ
た
瞬
間
に
進
歩

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
２
０

１
４
年
３
月
31
日
に
本
学
学

生
環
境
推
進
委
員
会
、
埼
玉

県
加
須
市
、
埼
玉
県
及
び
国

土
交
通
省
利
根
川
上
流
河
川

事
務
所
と
５
年
期
限
の
協
定

を
結
び
、
活
動
を
進
め
て
き

た
。
満
期
を
向
か
え
た
今

年
、
学
生
環
境
推
進
委
員
会

が
期
間
延
長
を
申
し
出
た
こ

と
で
、
継
続
し
て
実
施
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
埼
玉
県
加

須
市
の
利
根
川
堤
防
斜
面

０
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
学
生

た
ち
が
植
樹
し
た
４
７
５
本

の
ク
ヌ
ギ
や
ナ
ラ
な
ど
の
生

長
を
促
す
た
め
の
、
除
草
作

業
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

る
。
昨
年
は
学
生
、
教
職
員

延
べ
71
名
が
参
加
し
た
。

　

今
年
度
の
活
動
期
間
は
雑

草
の
生
長
が
著
し
い
５
月
～

11
月
で
、
実
施
日
は
７
月
６

日
、
９
月
２
日
、
10
月
26
日

を
予
定
し
て
い
る
。
学
生
諸

君
の
参
加
申
込
み
は
、
学
生

環
境
推
進
委
員
会
ま
た
は
環

境
推
進
事
務
局
に
て
受
け
付

け
て
い
る
。

は
止
ま
り
ま
す
。
周
り
に
は

学
歴
、職
歴
に
関
係
な
く
素

晴
ら
し
い
人
が
多
く
い
ま

す
。
誰
か
ら
も
謙
虚
に
学
ば

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

謙
虚
に
誰
か
ら
も
実
学
を

学
ぶ
こ
と
が
、
自
分
の
夢
の

実
現
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
ず
に
学
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

本
学
在
籍
の
外
国
人
留
学

生
を
対
象
と
し
た
研
修
ツ

ア
ー
が
６
月
１
日
か
ら
１
泊

２
日
の
日
程
で
実
施
さ
れ

た
。
日
本
の
歴
史
や
文
化
へ

の
興
味
喚
起
を
目
的
と
し
た

毎
年
恒
例
の
行
事
で
、
今
年

は
栃
木
県
の
日
光
方
面
へ
向

か
っ
た
。
事
前
研
修
と
し
て

５
月
21
日
、
学
内
で
徳
川
幕

府
や
日
光
東
照
宮
、
華
厳
の

滝
、
奥
日
光
な
ど
歴
史
、
文

化
、
自
然
を
学
ぶ
機
会
が
設

け
ら
れ
た
。

　

ツ
ア
ー
１
日
目
は
日
光
東

照
宮
を
参
拝
し
た
あ
と
、
奥

日
光
方
面
へ
と
移
動
。
華
厳

の
滝
、
竜
頭
の
滝
を
散
策
し

た
。
２
日
目
は
戦
場
ヶ
原
を

散
策
し
、
中
禅
寺
湖
で
遊
覧

船
に
乗
船
し
、
昼
食
後
に
帰

校
し
た
。
２
日
間

と
も
好
天
に
恵
ま

れ
、
留
学
生
た
ち

は
歴
史
や
文
化
を

十
分
に
満
喫
で
き

た
よ
う
で
あ
る
。

　

６
月
18
日
に

は
、
ア
ル
テ
リ
ー

ベ
（
学
内
食
堂
）

に
お
い
て
留
学
生

交
流
会
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
ち
ら
も

毎
年
の
恒
例
行
事

で
、
外
国
人
留
学
生
同
士
や

日
本
人
学
生
、
教
職
員
と
の

親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
参
加
学
生
は

１
０
０
名
を
超
え
、
大
学
か

ら
は
学
長
、
学
生
支
援
部
長

を
は
じ
め
と
す
る
教
職
員
、

地
元
宮
代
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
国
際
交
流
み
や
し

ろ
」
か
ら
数
名
が
参
加
。
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
親
睦

を
深
め
た
。

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
策
定
な
ど
、

地
方
創
生
が
国
・
自
治
体
に

と
っ
て
重
要
な
政
策
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

地
域
の
人
口
減
少
と
そ
の
背

景
に
あ
る
地
域
か
ら
の
若
年

者
流
出
が
問
題
視
さ
れ
、
若

者
の
地
元
定
着
や
大
都
市
圏

か
ら
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
促
進

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
要

望
に
応
え
る
た
め
に
、
本
学

と
就
職
協
定
を
結
ん
で
い
る

岩
手
、
福
島
、
茨
城
、
栃

木
、
群
馬
、
新
潟
、
山
梨
、

長
野
の
８
県
以
外
に
、
青

森
、
秋
田
、
宮
城
、
山
形
、

静
岡
の
計
13
県
の
就
職
支
援

担
当
者
を
招
き
、
１
年
生
か

ら
４
年
生
を
対
象
に
「
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
就
職
情
報
提
供
支

援
」の
集
ま
り
を
、毎
年
６
月

中
旬
に
実
施
し
て
い
る
。
内

容
は
、
県
の
魅
力
を
語
る
と

と
も
に
、
求
人
情
報
の
提
供

や
自
治
体
で
の
特
色
あ
る
取

り
組
み
（
例
え
ば
、
奨
学
金

返
還
の
助
成
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
就
職
活
動
等
を
行

う
際
の
移
動
に
か
か
る
交
通

費
や
県
外
の
学
生
に
対
す
る

宿
泊
費
の
助
成
等
）、
さ
ら

に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

関
わ
る
企
業
情
報
、
マ
ッ
チ

ン
グ
フ
ェ
ア
の
日
程
の
案
内

な
ど
、
特
徴
的
な
数
多
く
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
情
報

が
提
供
さ
れ
た
。
今
年
度
は

６
月
10
日
か
ら
３
日

間
に
わ
た
り
約
１
０

０
名
の
学
生
が
参
加

し
て
実
施
さ
れ
た
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
希

望
者
は
、
ま
ず
、
家

族
と
十
分
な
話
し
合
い
を
し

て
、
地
元
に
就
職
す
る
か
ど

う
か
の
意
思
決
定
を
早
め
に

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
就
職
支
援
課

に
足
を
運
び
、
地
域
の
求
人

情
報
を
つ
か
ん
で
お
く
こ
と

な
ど
、
こ
の
点
に
重
点
を
置

い
て
今
後
の
就
職
と
向
き

合
っ
て
ほ
し
い
。

日
本
語
を
学
ぶ
イ
ン
ド
の
中
高
生

日
本
の
科
学
技
術
を
体
験

利
根
川
強
化
堤
防
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
草
刈
り
作
業

日
光
の
自
然
と
文
化
を
満
喫

筑波宇宙センターを訪れた一行

草刈り作業を行う学生たち

交流会

留
学
生
交
流
ツ
ア
ー
・
交
流
会

コンテストの参加者を募集中！

3D-CAD プロダクトデザインコンテスト事務局　長坂保美
TEL：0480-33-7619　E-mail：nagasaka@nit.ac.jp
https://2c-laboratory.sakura.ne.jp/pdcontest/

3次元CADを駆使し、斬新かつ独
創的なアイデアをコンピュータ上で
表現してください。対象は高校生
で、テーマ、自由、SolidWorks

（SW）の3部門。SW部門の優秀な
作品は立体化加工して展示します。

作品送付先／お問い合わせ先

第11回3D-CADプロダクトデザインコンテスト
結果発表
表彰式

エントリー
締切 10/208/24

先進工学部ロボティクス学科　秋元俊成
TEL：0480-33-7716（学科事務室）　E-mail：akimoto@nit.ac.jp
http://ise.nit.ac.jp/mrc.html（エントリーはHPから）

約１インチサイズの小型ロボットに
よるライントレース競技です。初心
者でも参加しやすいようネーム
カード（名刺）部門も設置。夏休み
期間中に学内外で講習会を実施し
ます。

エントリー／お問い合わせ先

第13回 マイクロロボコン高校生大会
申込
締切 10/31

建築設計競技委員会
TEL：0480-33-7681　E-mail：kenchiku-compe@nit.ac.jp
http://nit-kenchiku.jp/activities/

建築を学ぶ高校生を対象とした
建築設計の腕試しの場として、ま
た本学建築学科の設計教育活動
の一環として、毎年開催していま
す。今回の課題は「ひかりの建築に
住む」です。

作品送付先／お問い合わせ先

第33回 建築設計競技
入賞発表提出期限 9月中旬8/31

開催日 12/21

東照宮に至る参道を進む留学生一行

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
説
明
会
を
実
施

東
北
、関
東
な
ど
13
県
の
情
報
を
提
供

就
職
支
援
情
報

各県担当者が企業情報などを提供

日本工業大学大学院　社会人特別選抜
◆大学院工学研究科（博士前期課程・博士後期課程）

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係
TEL　0480-33-7507　URL　http://www.nit.ac.jp

■2020年度　入試日程
日程

出願期間
2019年9月21日～9月26日
2020年2月12日～2月19日

面接試験
10月03日
02月26日

手続締切
2020年1月24日
2020年3月10日

合格発表
10月12日
03月05日

一次募集
二次募集
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町
民
ま
つ
り
〜
伝
え

た
い
夏
が
あ
る
〜

宮代町
だより

220号

　

８
月
17
日
・
18
日
の
２

日
間
、
進
修
館
周
辺
で
、

第
36
回
宮
代
町
民
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
、
日
本
工
業
大
学

の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
実
行
委
員
会
に

参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
運
営
や
広
報
記
録
、
安

全
美
化
活
動
と
幅
広
く
活

躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

昼
の
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち

ろ
ん
、
華
麗
な
衣
装
で
踊

る
流
し
踊
り
や
迫
力
満
点

の
み
こ
し
の
巡
行
が
一
層

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま

す
。

　

宮
代
の
暑
い
夏
を
一
緒

に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

　

詳
細
は
、
８
月
か
ら
配

布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
「
一
方
的
な
選
択

を
過
去
か
ら
現
在
、

そ
し
て
未
来
へ
持

続
し
て
い
こ
う
と

す
る
一
慣
性
が
、

そ
の
人
間
の
人
格

と
い
う
こ
と
に
な

る
」
こ
れ
は
作
家
大
江
健
三

郎
の
「
記
憶
と
創
造
力
」
と

題
す
る
講
演
会
で
の
発
言
だ

▼
彼
は
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
の

受
賞
、『
飼
育
』
で
芥
川
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
我
が
国
を

代
表
す
る
作
家
と
し
て
著
名

だ
。
政
治
と
性
を
主
題
に
し

た
作
品
を
数
多
く
発
表
し
て

い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る

▼
人
は
自
ら
の
決
断
に
よ
っ

て
生
き
方
を
選
択
す
る
。
そ

の
「
一
方
的
な
選
択
」
を
生

き
続
け
て
い
る
間
は
一
貫
し

て
持
続
さ
せ
る
努
力
、
生
き

様
こ
そ
が
、
す
な
わ
ち
、
そ

の
人
の
人
格
な
の
だ
と
、
前

述
の
発
言
は
解
釈
で
き
る
だ

ろ
う
▼
一
貫
し
て
人
生
を
生

き
抜
く
と
い
う
決
意
、
た
ゆ

ま
ぬ
前
進
、
自
分
と
の
葛
藤
、

他
者
と
の
争
闘
等
が
個
人
の

人
格
を
形
づ
く
る
大
切
な
要

因
で
あ
る
と
も
読
み
取
れ
る

は
ず
だ
▼
ま
さ
に
大
江
健
三

郎
流
の
「
継
続
・
持
続
の
勧

め
」
で
も
あ
る
。
こ
の
機
会

に
自
問
自
答
し
て
み
た
い
箴

言
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。�

【
信
】

編 集 後 記

プレゼンテーションを行う大橋准教授

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
チ
ー
ム
の
車
両
が

自
動
車
関
連
技
術
の
総
合
イ
ベ
ン
ト
に
て
展
示

自
動
車
技
術
会
の
最
高
位
資
格

フ
ェ
ロ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
認
定

地
域
連
携
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

情
報
系
教
育
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
賞

れ
た
。
今
回
の
車
両
展
示
も

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
一
環

で
あ
り
、
毎
年
約
１
０
０

チ
ー
ム
が
参
加
す
る
学
生

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会
か
ら
２

チ
ー
ム
の
み
が
選
ば
れ
る
。

本
学
チ
ー
ム
は
同
大
会
に
２

０
１
０
年
か
ら
参
戦
し
て
お

り
、
過
去
に
は
省
エ
ネ
賞
と

コ
ス
ト
賞
で
１
位
を
獲
得
す

る
な
ど
、
輝
か
し
い
成
績
を

残
し
て
き
た
。

　

当
日
は
車
両
の
ほ
か
、
学

生
が
製
作
し
た
部
品
や
コ
ス

ト
レ
ポ
ー
ト
な
ど
も
展
示
。

学
生
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、

来
場
者
に
対
し
て
丁
寧
に
説

明
を
行
っ
た
。

９
横
浜
」
に

お
い
て
、
本

学
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
チ
ー

ム
の
車
両
が

展
示
さ
れ

た
。
本
展
示

会
で
は
自
動

車
関
連
企
業

や
計
測
機
器

メ
ー
カ
ー
に

よ
る
製
品
展

示
を
は
じ

め
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
新
車
開
発
講
演
、
新

型
車
試
乗
会
、
完
成
車
展
示

な
ど
、
自
動
車
技
術
に
関
す

る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

　

５
月
22
日
か
ら
３
日
間
に

わ
た
り
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で

開
催
さ
れ
た
「
人
と
く
る
ま

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
展
２
０
１

昨年の学生フォーミュラ大会に参戦した車両を展示

　

６
月
22
日
に
一
般
社
団
法

人
日
本
工
業
大
学
工
友
会
定

時
総
会
が
多
目
的
講
議
棟
に

て
開
催
さ
れ
た
。

　

議
事
は
、
２
０
１
８
年
度

事
業
・
収
支
報
告
、
２
０
１

９
年
度
事
業
計
画
案
・
収
支

予
算
案
、
理
事
お
よ
び
監
事

選
任
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ

　

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
の
第

52
期
定
時
株
主
総
会
が
５
月

25
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

席
上
、
ま
ず
原
隆
之
社
長

よ
り
、
当
期
の
事
業
経
過
と

決
算
内
容
に
関
す
る
報
告
が

あ
り
、
質
疑
応
答
を
経
て
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
任
期
満
了
に
伴

い
取
締
役
６
名
が
重
任
さ
れ

　

７
月
７
日
午
後
３
時
よ

り
、岩
手
県「
ホ
テ
ル
森
の
風

鶯
宿
」に
て
宮
代
会
の
総
会
が

開
催
さ
れ
、全
国
か
ら
30
名

の
会
員
が
集
ま
っ
た
。ま
た
特

別
会
員
と
し
て
、後
援
会
会

長
及
び
副
会
長
、柳
澤
理
事

長
、成
田
学
長
も
出
席
し
た
。

　

２
０
１
８
年
度
事
業
報

告
・
決
算
報
告
・
監
査
報

告
、
２
０
１
９
年
度
事
業

た
。
ま
た
、
地
域
支
部
お
よ

び
学
科
支
部
代
議
員
の
一
覧

が
報
告
さ
れ
た
。

　

本
定
時
総
会
の
途
中
に
臨

時
理
事
会
が
開
か
れ
、
会
長

（
代
表
理
事
）
に
土
井
嘉
豊
、

副
会
長
に
大
島
敏
正
、
横
山

賢
二
、
事
務
局
長
に
清
水
博

幸
が
選
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

就
任
し
た
。

社
長
に
は
原
隆
之
氏
が
再
任

さ
れ
た
。

　

原
社
長
よ
り
「
４
月
よ
り

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
新

売
店
も
順
調
に
稼
働
し
て
お

り
ま
す
。
新
元
号
を
迎
え
、

心
新
た
に
こ
の
１
年
を
社
員

一
同
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」と
決
意
表
明
が
あ
り
、

株
主
総
会
を
終
了
し
た
。

案
・
予
算
案
・
役
員
構
成
案

は
、
慎
重
審
議
の
上
、
全
て

了
承
さ
れ
、
２
０
１
９
年
度

宮
代
会
会
長
に
は
木
村
英
雄

氏
（
第
41
代
後
援
会
長
・
青

森
県
）
が
就
任
し
た
。

　

当
日
は
、
同
会
場
で
後
援

会
理
事
会
も
開
催
。
懇
親
会

は
合
同
で
行
わ
れ
、
総
勢
76

名
が
参
加
し
親
睦
を
深
め

た
。

動
車
技
術
者
と
し
て

自
動
車
技
術
に
関
す

る
広
範
な
総
合
的
知

見
を
有
す
る
、
あ
る

い
は
極
め
て
高
度
な

専
門
知
識
と
経
験
を

有
し
自
動
車
技
術
者

か
ら
目
標
と
さ
れ
る
技
術

者
。
加
え
て
、
後
進
に
対
し

て
指
導
的
な
活
躍
が
期
待
で

き
、
高
い
見
識
と
倫
理
観
を

有
し
て
い
る
者
と
さ
れ
て
い

る
。

　

中
野
教
授
は
「
こ
れ
か
ら

も
、
独
自
の
視
点
に
基
づ
く

エ
ン
ジ
ン
燃
焼
の
研
究
に

よ
っ
て
自
動
車
の
環
境
負
荷

低
減
を
追
求
す
る
と
と
も

に
、
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
活

動
な
ど
を
通
じ
て
実
践
力
の

あ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
に

努
め
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ

た
。

　

情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
科
が

２
０
０
５
年
以
降
継
続
し
て

取
り
組
む
研
究
テ
ー
マ
「
大

学
の
工
学
教
育
に
お
け
る
地

域
連
携
型
社
会
実
装
Ｐ
Ｂ
Ｌ

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
デ
ザ
イ

ン
」
が
、
情
報
処
理
学
会
情

報
処
理
教
育
委
員
会
な
ど
が

主
催
す
る
第
11
回
情
報
シ
ス

テ
ム
教
育
コ
ン
テ
ス
ト
に
お

い
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　

Ｐ
Ｂ
Ｌ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ベ
ー
ス
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
略

称
で
、
課
題
解
決
型
学
習
を

意
味
す
る
。
本
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
は
地
元
宮
代
町
を
は
じ

め
近
隣
の
地
域
社
会
と
連
携

を
と
り
、
障
害
児
の
運
動
支

援
ツ
ー
ル
、
簡
単
操
作
の
楽

器
、
小
学
生
向
け
タ
イ
ピ
ン

グ
ツ
ー
ル
と
い
っ
た
情
報
シ

ス
テ
ム
の
企
画
、
設
計
、
開

発
、
テ
ス
ト
を
行
う
。
構
築

し
た
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

実
際
の
利
用
者
か
ら
意
見
を

聴
く
な
ど
し
て
評
価
を
受
け

る
。
長
年
に
わ
た
る
こ
う
し

た
取
り
組
み
が
、
情
報
シ
ス

テ
ム
構
築
手
法
の
学
習
を
深

め
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
、
受
賞
に
至
っ
た
。

　

機
械
工
学
科
の
中
野
道
王

教
授
が
、
公
益
社
団
法
人
自

動
車
技
術
会
第
13
回
自
動
車

エ
ン
ジ
ニ
ア
レ
ベ
ル
認
定
に

お
い
て
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｅ
フ
ェ
ロ
ー

エ
ン
ジ
ニ
ア
に
認
定
さ
れ
た
。

５
月
23
日
、
自
動
車
技
術
会

２
０
１
９
年
春
季
大
会
に
お

い
て
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。

　

フ
ェ
ロ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
は

本
認
定
制
度
に
お
け
る
最
高

位
の
資
格
で
あ
り
、
延
べ
約

４
万
９
０
０
０
名
の
会
員
の

中
で
、
認
定
者
は
わ
ず
か
98

名
で
あ
る
。
そ
の
認
定
者
像

は
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
自

土
井
会
長
が
再
任
。予
算
案
を
承
認

原
社
長
が
再
任
。取
締
役
6
名
重
任

２
０
１
９
年
度
宮
代
会
総
会
開
催
報
告

工
友
会
定
時
総
会

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
株
主
総
会

宮
代
会
総
会

◆
那
須
秀
行
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
（
６
／
15
～
６
／
21
）

／
目
的
＝
国
際
会
議　

木
材

力
学
学
会
で
の
研
究
発
表

◆
竹
本
泰
敏
助
教
（
電
気
電

子
通
信
工
学
科
）
／
出
張
先

＝
香
港
（
７
／
２
～
７
／

６
）
／
目
的
＝
２
０
１
９
年

国
際
電
気
工
学
会
議
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｅ
で
の
研
究
発
表

◆
生
駒
哲
一
教
授
（
電
気
電

子
通
信
工
学
科
）
／
出
張
先

＝
カ
ナ
ダ
（
７
／
２
～
７
／

７
）
／
目
的
＝
第
22
回
情
報

融
合
に
関
す
る
国
際
会
議
Ｆ

ｕ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ�

２
０
１
９
に

て
研
究
発
表

◆
石
原
次
郎
教
授
（
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
）
／
出
張
先

＝
イ
ギ
リ
ス
（
７
／
２
～
７

／
９
）
／
目
的
＝
Ｔ
ｈ
ｅ�

Ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ�

Ａ
ｒ
ｔ�

Ｆ
ａ
ｉ

ｒ�

Ｌ
ｏ
ｎ
ｄ
ｏ
ｎ�

２
０
１
９

出
展

◆
黒
津
髙
行
教
授
（
建
築

学
科
）
／
出
張
先
＝
ネ
パ
ー

ル
（
７
／
５
～
７
／
10
）

／
目
的
＝
ハ
ヌ
マ
ン
ド
カ

王
宮
内
に
お
け
る
現
地
調

査◆
劉
雯
准
教
授
（
共
通
教
育

学
群
）
／
出
張
先
＝
台
湾

（
７
／
19
～
７
／
22
）
／
目

的
＝
２
０
１
９
年
度
日
本
留

学
フ
ェ
ア
参
加
の
た
め

◆
安
原
鋭
幸
教
授
（
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
学
科
）
／
出
張
先

＝
ド
イ
ツ
（
７
／
20
～
７
／

27
）
／
目
的
＝
国
際
ナ
ノ

チ
ュ
ー
ブ
学
会
（
Ｎ
Ｔ
19
）

に
て
研
究
発
表

◆
神
林
靖
准
教
授
（
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
）
／
出
張
先

＝
ア
メ
リ
カ
（
７
／
26
～
８

／
２
）
／
目
的
＝
第
21
回

ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
国
際
会

議
に
て
研
究
発
表

◆
木
村
貴
幸
准
教
授
（
電
気

電
子
通
信
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
コ
ロ
ン
ビ
ア
（
７
／
26

～
８
／
３
）
／
目
的
＝
２
０

１
９
年
メ
タ
ヒ
ュ
ー
リ
ス

テ
ィ
ク
ス
に
関
す
る
国
際
会

議
に
て
研
究
発
表

◆
梅
谷
篤
史
准
教
授
（
共

通
教
育
学
群
）
／
出
張
先

＝
イ
ギ
リ
ス
（
７
／
30
～

８
／
３
）
／
目
的
＝
第
27

回
国
際
核
物
理
会
議
に
て

研
究
発
表

◆
チ
シ
ン
バ
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

講
師（
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
）

／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
８
／

８
～
８
／
30
）
／
目
的
＝
カ

ナ
ダ
語
学
研
修
「
実
践
異
文

化
理
解
」
の
引
率
お
よ
び
学

生
指
導

◆
井
上
直
（
教
務
課
）
＝
同

前◆
丸
山
友
希
夫
准
教
授
（
情

報
メ
デ
ィ
ア
工
学
科
）
／
出

張
先
＝
ア
メ
リ
カ
（
８
／
10

～
８
／
16
）
／
目
的
＝
第
25

回
世
界
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
リ

サ
ー
チ
に
関
す
る
国
際
会
議

に
て
研
究
発
表

◆
安
原
鋭
幸
教
授
（
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
学
科
）
／
出
張
先

＝
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
８
／

11
～
８
／
18
）
／
目
的
＝
国

際
複
合
材
料
学
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ

Ｍ
22
）
に
て
研
究
発
表

◆
鈴
木
宏
典
教
授
（
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
学
科
）
／
出
張
先

＝
フ
ラ
ン
ス
（
８
／
21
～
８

／
26
）
／
目
的
＝
第
１
回

ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
新
創
成
技
術
国
際

会
議
で
の
研
究
発
表

◆
神
林
靖
准
教
授
（
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
）
＝
同
前

◆
高
橋
陽
子
講
師
（
留
学
生

別
科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ

（
８
／
23
～
８
／
27
）
／
目

的
＝
日
本
留
学
説
明
会
に
お

け
る
学
生
募
集
活
動

◆
石
原
次
郎
教
授
（
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
）
／
出
張
先

＝
オ
ラ
ン
ダ
（
８
／
27
～
９

／
５
）
／
目
的
＝
Ａ
ｍ
ｓ
ｔ

ｅ
ｒ
ｄ
ａ
ｍ�

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ�

Ａ
ｒ

ｔ�

Ｆ
ａ
ｉ
ｒ�

２
０
１
９
出

展◆
飯
塚
完
司
教
授
（
応
用
化

学
科
）
／
出
張
先
＝
ス
ペ
イ

ン
（
９
／
６
～
９
／
14
）
／

目
的
＝
第
30
回
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
炭
素
材
料
国
際
会
議
で

の
研
究
発
表

国
外
出
張

地域別教育懇談会開催日程
開　催　日 主　　催 開催会場 対象地域

9/7（土） 岩手県 花巻市/花巻市交流会館 岩手県

〃 山梨県 笛吹市/ホテル春日居 山梨県

9/8（日） 本部（北海道） 札幌市 北海道

〃 本部（四国） 高知市 四国

〃 本部（九州） 福岡市 九州

〃 本部（東海） 名古屋市 愛知県・岐阜県・三重県

9/14（土） 青森県 青森市/ラ・プラス青い森 青森県

〃 福島県 郡山市/清稜山倶楽部 福島県

〃 茨城県 筑西市/ダイアモンドホール 茨城県

〃 北陸 富山市/富山電気ビルディング 富山県・石川県・福井県

9/15（日） 栃木県 宇都宮市/ホテル丸治 栃木県

〃 近畿 尼崎市/ホテルヴィスキオ尼崎 大阪府・兵庫県・京都府
奈良県・和歌山県・滋賀県

9/21（土） 蔵王 山形市/悠湯の郷　ゆさ 山形県・宮城県

〃 新潟県 長岡市/長岡グランドホテル 新潟県

〃 長野県 長野市/ホテル信濃路 長野県

〃 群馬県 高崎市/グランビュー高崎 群馬県

9/22（日） 秋田県 秋田市/秋田温泉さとみ 秋田県

〃 静岡県 静岡市/男女共同参画センターあざれあ 静岡県

9/28（土） 千葉県 千葉市/バーディーホテル千葉 千葉県

〃 沖縄県 那覇市/パレットくもじ会議室 沖縄県

10/6（日） 本部（近県） 大学 東京都・埼玉県・神奈川県

10/19（土）西中国東中国 岡山市/サンピーチOKAYAMA 広島県・山口県・島根県
岡山県・鳥取県

※  日程および会場は変更になる場合があります。詳細はご自宅に送付される案内をご覧ください。

みらいウォッチ
～日本工業大学から世界へ～

テレビ埼玉で
毎週土曜放送中！！

時　間 17：55～18：00
※8月24日のみ、15：55～16：00

内　容 7月13日・8月24日　機械工学科の紹介
7月20日・8月31日　電気電子通信工学科の紹介
7月27日・9月  7日　応用化学科の紹介
8月  3日・9月14日　ロボティクス学科の紹介
8月10日・9月21日　情報メディア工学科の紹介
8月17日・9月28日　建築学科の紹介


